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アイザワ証券株式会社

地域づくりにつながる取組や活動など

しっかりとした地域貢献活動により信用を積み重ね、より多くの人に証券投資を通じ
より豊かな生活を提供

○ 社員全員が認知症サポーターであり、周辺地域と「高齢者見守り活動」を実施
○ 認知症の講座やロコモ予防の講座など、専門家を招き無料でスクールセミナーを開催
○ 次世代への金融（証券）リテラシー教育
デジタル紙芝居＝小学生を対象に子どもたちにも
わかりやすくお金について学んでもらう
○ 地域活性化バスツアー「若旅」
○ クロスボーダー型インターシップ
（地域人材育成・地域企業支援）
○ 高校生向けインターシップ
○ 提携税理士法人と協力した
事業承継支援サービス

○ 芦屋市商工会議所青年部を通じた地域活動
○ 中学校に出張金融教育授業
○ 大学生向け寄附講座、アイザワゼミの開催
〇 職場見学体験の受入
〇 支店会議室スペースの無料貸し出し

株式会社アクティブライフ

地域づくりにつながる取組や活動など

高齢者への質の高いサービスを通して、真に豊かで安心な社会の実現へ

～地域の皆さまに支えられ、アクティブライフ山芦屋は開設１４年・アクティブライフ
芦屋は開設１６年を迎えました。より多くの住民の方に知っていただけるよう今後も
地域活動を継続して参ります～

○介護予防教室・夏祭りや餅つきなどのイベント開催
○地域住民へのサロン提供（ギャラリーや自治会の集いで活用）
○入居者と子どもの交流の場の提供
○地域包括支援センターの運営

今後は、地域への更なる「場の提供（場所・機会）」により地域への貢献を図りたい

アクティブライフ山芦屋（山芦屋町） アクティブライフ芦屋（岩園町）
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芦屋市社会福祉協議会

● 社協は住民の方に最も近い団体であると考えている。地域に
出向き、住民と顔の見える関係性を構築していく。

地域づくりにつながる取組
○芦屋市地域発信型ネットワーク（地域活動者、関係機関、
行政等による地域課題を解決するためのネットワーク）
○ 地区福祉委員会の設置（民生委員と福祉推進委員による
小地域福祉活動の推進）
○ 協力事業者による地域見まもりネットワーク事業
（協力事業者との連携による見まもり体制づくり）
○ 生活困窮者自立支援制度 自立相談支援事業（「総合相談窓口」
等の機能を活かし、生活困窮者が抱える複合的な課題を包括的に
受け止め、自立までを継続的に支援）
○ 生活物品等ゆずりあいネットワーク事業
○ 認知症サポーター養成講座の開催（各事業所等でも開催）
○ 高齢者生きがいデイサービス・高齢者のつどい事業の実施
○ プラスワン事業（多世代交流拠点づくり）・介護予防養成講座
〇 介護保険事業（訪問介護、通所介護、訪問看護、居宅介護支援）
〇 芦屋市受託事業（高齢者生活支援センター、高齢者住宅等安否確認
事業、障がい者相談支援事業、生活支援体制整備事業等）の実施

※ 上記の他、複数の事業を実施
印象に残った言葉

高齢者のつどい

認知症サポーター養成講座

芦屋市地域発信型ネットワーク
（小地域福祉ブロック会議）

多世代交流拠点「ブーケ」（大東町）

芦屋市民生児童委員協議会

● 地域の子は地域で育てるのが良い。
● 地域のことを地域で見るときには、“守秘義務”を大切に
する必要がある。

● 地域のことを地域で見るときには、“責任”についても考
える必要がある。

地域づくりにつながる取組

○ 地域での見守り活動を行っている。
○ 地域の身近な相談に応じ、必要な支援が受けられるように
専門機関とのつなぎ役になっている。

○ 専門機関と連携する等、地域住民の実態を日常的に把握し
ている。

○ 社会福祉の制度やサービスについての内容、情報を研修会
で学び、地域住民に提供している。

○ 子どもや子育て家庭への支援を行っている。

印象に残った言葉
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株式会社芦屋人ーあしやびとー

地域づくりにつながる取組みや活動など

芦屋を情報発信で盛り上げる。ちょっと変わったデザイン事務所です。

○【暮らしたくなる街、芦屋。】をコンセプトに
インターネット情報サイト芦屋人を2004年12月
より運営開始。地元の会社やお店のWEBパンフレ
ット・ロゴ・キャラクター制作イベント企画運営
等、広告デザイン・PR業務で地元を盛り上げる
お手伝いをしています。
「事件や人の不幸」ではなく 衣・食・住、暮らし
を中心とした楽しい情報を取り扱うのが得意。
☆テレビ・メディア取材協力実績多数。
○フリーペーパー『芦屋人』を2005年より発行。
地元のお店やイベント情報を紹介しています。
〇約20年に渡るPR業務を経て「住宅街芦屋」から
企業お店のPRを行う為の広告コンサル業務を行う。

～芦屋告知のエキスパート芦屋人は、皆さんの活動に役立つヒントを提供いたします～

株式会社笠谷工務店

地域づくりにつながる取組や活動など

１９０６年創業
～事業に関わるすべての人の幸せを追求し、いつの時代も社会から愛される企業として、
お客様の信頼を得られる技術力を提供し続ける～

○ 芦屋サマーカーニバルへの協賛、さくらまつり等地域イベントに対し各団体を通じ
参画している。
○ 芦屋市と連携しながら芦屋建設業組合を通じ、「あしや防災まつり」を企画中
防災活動は地域のコミュニティづくりにつながるとの認識のもと取組を推進している

○ 本業を通じ、芦屋の街並みづくりへの貢献を果たすことに加え、安定的雇用の維持に
努めている。
○ 芦屋建設業組合、芦屋防犯協会、芦屋交通安全協会、芦屋防衛協会等に加入しており、
「芦屋のためにできることをしたい」との強い思いがある。
また、同じ思いを持つ企業・団体とのつながりが深い。
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社会福祉法人きらくえん あしや喜楽苑

● 地域住民がしたい活動をできる場として、あしや喜楽苑の資
源を活用してほしい。

● 「やってください」とお願いするのではなく、「やりたい」と
思ってもらえるような魅力的な取組の内容や、情報発信の方法
を模索している。

地域づくりにつながる取組

○ 地域活動ができる場の提供
地域交流スペース、喫茶スペース、あしや喜楽苑ギャラリー、
ケアローソンなど、地域住民が利用、活用できるスペースが
豊富であり、開設以来住民向けのイベント等を実施している。

○ 地域住民の「やりたい！」を応援
地元の潮見南ボランティアによる活動を引き継いで、
社会貢献をしたいと思っていたボランティアグループとの
マッチングにより、あしや喜楽苑での園芸ボランティアが始
まるなど、地域住民の活動を積極的に受け入れている。

印象に残った言葉

喫茶スペース

地域交流・相談スペース

社会福祉法人 三田谷治療教育院

地域づくりにつながる取組や活動など

障がいのある人やひきこもり状態の方、生きづらさを感じている
方への支援を通して共生社会の推進に貢献していきたい

●三田谷フェスティバル

●ピアサポート活動

〇 三田谷フェスティバルを開催し、障がいのある人と地域で暮
らす方たちとの交流の実施

〇 余暇支援の一つとして、和太鼓「みんなでドンドン」を地域
に提供

〇 高齢者や地域の方がいきがいをもって生活を送れるよう施設
の屋上庭園の活用

〇 朝市野菜販売の実施
〇 芦屋市の委託事業を通して、市内の公園、河口、保健福祉セ
ンター等の清掃活動

働く場や働く体験のできる場を広げていきたい

さ んだやち り ょ う き ょ う い く いん
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社会福祉法人聖徳園 あしや聖徳園

● 行政や社会福祉法人は、地域住民にとっては“非日常”である
ため、地域住民の“日常”のなかでの全世代交流を目指すため
には、民間との協力が必要だと感じている。

● 地域住民の主体性を損ねないよう、住民との関係性を大切にし
ながら、地域特性も踏まえつつ、取組を丁寧に進めている。

地域づくりにつながる取組

○ 介護技術講習会など
・地域住民等に得意なこと（司法書士、アロマ等）で、講師に
なっていただいたり、介護に関する研修会を職員と一緒に行
うことで知識、技術の共有を行っている。

○ きめ細やかな地域活動の情報収集＆人材、ニーズ発掘
・職員が積極的に地域に出向き、様々な機会をとらえ地域活動
の情報を集めている。さらに、実際に地域活動に参加し、人
材発掘や住民ニーズの把握をしている。

印象に残った言葉

コミュニティスペース
「ふらっと」で講習会

施設外観

生活協同組合コープこうべ

地域づくりにつながる取組や活動など

○ 地域コープ委員会活動・サークル活動等への支援
・各店舗にある組合員集会室の開放
・つどい場づくり（立ち上げ時15、 000円の助成）
・コープのテーマに沿った活動への助成（15、 000円）
・地域活動、資源の見える化「ためまっぷ芦屋」
○ 生活困窮者や食の支援団体へのサポート
・芦屋市・社会福祉協議会と連携したフードドライブ常設
・店舗の販売期限切れ商品の地域活動団体への提供
・組合員からの募金を活用した学生支援（食材・奨学金）

〇 買い物支援、地域での見守りの取り組み
・移動店舗の運行（東山町・打出小槌町・宮川町）
・宅配、店舗利用者に対する見守りの実施

〇地域めーむひろばの就労体験の実施
・芦屋市就労準備支援事業・芦屋市社会福祉協議会
・コープこうべ
〇芦屋市との地域包括連携協定締結
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地域福祉アクションプログラム推進協議会

地域づくりにつながる取組や活動など

市民・民間・市が協働して、「ふ」だんの「く」らしの「し」あわせをつくるために
地域福祉活動を行っています。

○ 地域のイベントへ参加し、地域福祉の啓発を行っている。
○ 「地域福祉アクションアワード」を開催し、地域で活躍し
ている団体等の活動発表・表彰を行っている。
○ 「あしや発信局玉手箱プロジェクト」では“いつでも誰でも
情報発信が出来る”を目標に、地域のスマホカフェ(講座)を
実施、スマホサポーターの育成などの活動を行っている。
○ 「この町がすきプロジェクト」では、芦屋の歌「この町が
すき」を手話で歌う活動を行っている。幼い頃から様々な人
と出会い、芦屋を好きになってほしい、楽しみながら福祉に
ふれてほしいという想いから、市内の幼稚園へ訪問し一緒に
練習を行っている。
○ 「わがまちベンチプロジェクト」では“1町に1台”を
目標に、人と人がふれあい、つながるきっかけづくりとして
市内にベンチを設置するための助成を行っている。

地域福祉の推進に向けて、ともに活動してくださる方をお待ちしております！

ちきゅうっ子応援隊

地域づくりにつながる取組や活動など

○ 保育士や環境教育に関心がある者の集まり
活動は子どもを中心に、お父さんお母さんやきょうだい、
家族みんなで体験していただくことを目的にしている。

〇 就学前の子どもたちを対象に、体験を通して「自然環境
の大切さ」を学ぶ機会の提供

○ 男女共同参画センターと協働し、父親の育児参加を応援
する活動として、「今日からイクメン」のプログラムを
実施

〇 市内の各小学校のキッズスクエアにて、小学生対象の環
境・理科学習プログラムを実施してきた。

森の美術館
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● 地域住民のモチベーションを高めるため、取組の様子をもっと発信していきたい。
● 単なる地域連携ではなく、結果的に定住者の増加、団地の魅力向上が必要である。

⇒正に基礎自治体である市が目指すべき方向性！

地域づくりにつながる取組

○ あんしんステーションの設置
（団地及び地域に住まう高齢者の安心をサポートする為、ケアマネジャーやヘル
パーの事業所を家賃無料で空き住戸に誘致し、地域の無料相談所とする）の設置

○ またあしたプロジェクトの実施
（平成２８年度から取り組んでいる、芦屋浜自治連合会や武庫川女子大学と共に、
地域連携チームを発足し、敷地内の集会所をコミュニティ拠点として改修、地域
コミュニティ活性化を目指すプロジェクト）の実施

印象に残った言葉

兵庫県住宅供給公社

兵庫県住宅供給公社
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株式会社フィッシングマックス

● 南芦屋浜公園は日本随一の釣りができる場所である！
ＰＲ次第でもっともっと可能性がある！

● ごみを持ち帰ることが当たり前の世の中になってほしい

地域づくりにつながる取組

○ 営業当初から釣具を売りっぱなしにするのではなく、
釣場をきれいに保つということをセットで実施

○ 芦屋地域の方との連携で、清掃啓蒙活動実施や
芦屋市青少年野球チームと合同での清掃活動の実施

○ 2021年より芦屋浜の海の生態学習や釣りの楽しさなど
キッズスクエアにおいて教室を開催
〇 月2回シルバー人材センターに釣り場の清掃を委託

印象に残った言葉

株式会社プランツ・キューブ

地域づくりにつながる取組や活動など

～障がいのある人の自立を支援し、
こころのバリアフリー化、共生社会を目指しています～

○2016年11月より、就労支援センター「あしかふぇ」の運営
に携わる。 芦屋大学内でのカフェの運営を通じ、障がいのある
人にとっては雇用の場、学生にとっては学びの場、地域の方には
コミュニティの場として提供。
（平成30年度ひょうごユニバーサル社会づくり賞受賞）
○2017年5月より、芦屋特別支援学校の職業体験の一環で、実
習場としてカフェを活用。
〇2024年 オリジナルブレンドコーヒー「芦屋川」の販売開始。
障がい者の得意を生かし、生豆から一粒一粒丁寧にハンドピック
し優良の豆のみ使用したカビなしコーヒーを製品化。
○兵庫県や芦屋市、商店街の様々なイベントに障がいのある人と
ともに参加し、共生社会の実現に取り組んでいる。

〇SDGsの取り組みとして、視覚障害者が読み終えた点字
紙を回収しアップサイクル商品として可愛いポコポコ紙
文具雑貨の販売を開始。
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有限会社ポップ・アイ

● バイクを愛するがゆえに「バイク＝危険」という認識を少しで
も減らしたいという思いが強く、まずは地元の子ども達にしっ
かりと交通安全の意識付けをしていくところから始めている。

● キャラクターを使うことで、少しでも子ども達の中に『何が危
険行動なのか』ということが残っていてほしい。

地域づくりにつながる取組や活動など

○ 自社で展開している、オリジナルキャラクターブランド
「POPCOLLECTION（ポプコレ）」のメインキャラクター
である『イヌメンZ（ゼット）』は、バイクが大好きであり、
交通安全を推進している。
子ども好きなイヌメンZは、特に子ども達の巻き込まれる交通
事故を防ぐために活動している。

◯ キャラクターを使った交通ルールの案内をまとめて配布。
子どもだけでなく、車やバイクに乗る大人へ「子どもの特性」
を知ってもらうためにわかりやすくイラストでまとめている。

印象に残った言葉

社会福祉法人緑山会 エルホーム芦屋

地域づくりにつながる取組や活動など

特別養護老人ホーム・老人保健施設・ケアハウスの施設サービスと各種在宅福祉サービス
の事業を行う高齢者総合保健福祉施設として、居場所づくりの「楽しさ」、「大切さ」を
お伝えしています。
そして、「ひとり一役活動」も含め、ボランティア活動等の支援を行いつつ、次のような
活動により地域支え合い活動につなげています。

○地域と連携して「オレンジカフェ（認知症カフェ）」、「折り紙カフェ」などの開催
○地域交流スペースの活用（体操等）
○幼稚園・保育所等とのふれあい行事、小・中学生等の体験学習
○「兵庫県地域サポート施設」の認定をうけ、地域の皆さんの居場所づくり
○子育て世代への支援（「赤ちゃんの駅」）
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芦屋市

Create The Future
A S H I Y A
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「こえる場！」

参加企業・団体 取組紹介まとめ

令和７年６月

発行 芦屋市

※「印象に残った言葉」は、平成29年度の活動において、

インタビューを行った職員により記載しています。


